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〇丘陵地の⾼低移動の負担軽減
〇住宅団地から駅・バス停までのアクセス交通の確保
〇鉄道とバス・タクシー・⾃転⾞等の円滑な乗換、地区内の快適な移動

〇⾃動運転 ⾞いす、電動シェアサイクル・キックボード等の導⼊
〇⾃動運転EV（小型モビリティ、タクシー、デマンドバス等）の導⼊
〇MaaS、TDM（カーシェア、P&R）、ITS（道路交通・駐⾞場情報等）の推進

＜部会A＞
モビリティ
（清水教授）

＜協議会＞

・東京都
・八王子市
・都⽴⼤
・多摩NTｾﾝﾀｰ
・地元企業
・地元団体
・通信事業者

等
＜部会Ｂ＞
商業賑わい

（岡村准教授）

＜庁内PT＞

・都整局
・戦略本部
・総務局
・環境局
・政策局
・建設局
・住宅本部
・産労局
・福保局

＜部会Ｃ＞
情報・その他
（石川教授）

〇コロナ禍における三密回避のための分散化
〇ICT進展によるワークスタイルの多様化・⾼度化

〇５Ｇ・ビッグデータの活用・情報提供による混雑回避・最適な案内誘導
〇サテライト・シェアオフィス、コワーキングスペースの設置、WEB環境整備

対
策

実験（移動支援サービス等）

課
題

対
策

実験（5G・ICT・IoT・AI・ビッグデータ等）

課
題

対
策

実験（買物支援・決済サービス等）

■検討組織

■部会の検討概要（案）

〇⾼齢者・身障者・子連れ主婦の買物負担の軽減
〇商業施設の賑わい創出・決済等のサービス向上

〇荷物配送・追従ロボットの導⼊、アバターによる遠隔買物サービスの導⼊
〇デジタルサイネージによる店舗情報の提供、無⼈販売の導⼊、決済の⾼度化

■部会の検討内容（例）

課
題

1-1．協議会・部会の概要

回 内 容

第１回 地域の現況・課題の検討

第２回 課題を解決する先端技術の活用検討

第３回 先端技術の導⼊評価・優先性検討

第４回 実施・運営体制の検討・今後の課題
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1-2．協議会・部会の開催状況と検討内容 3

協議会 部 会

第２回（12月）
①課題を解決する先端技術の活用検討
②目標および方針
③地域ニーズ調査結果
④実証実験計画（案）

第1回（11月）
①部会の運用方針
②地域の現況・課題の検討
③部会のミッション

第２回協議会（１月25日）
①部会における検討状況
②スマートシティ実施計画（案）
③実証実験（案）

第３回協議会（３月19日）
①スマートシティ実施計画
②実証実験の実施結果

第１回協議会（10月27日）
①事業概要
②スマートシティ実施計画（たたき台）
③実証実験企画（案）

第３回（2月）
①先端技術の活用・社会実装の具体検討
②ロードマップ
③実証実験（案）

第４回（3月）
①具体施策イメージの段階実施
②実施・運営体制の検討
③実証実験

ニーズ調査

実証実験
3月15-18日他



公共交通事業 ︓
京王電鉄株式会社

1-3．部会のメンバー構成

MaaS関連部門
（バス事業者）
（タクシー事業者）

部会⻑ ︓清水教授
（東京都⽴⼤学）

協議会構成員 協議会構成員以外団体
※部会メンバーは協議会構成員を中心とし、
適宜関係する企業や団体の追加参加を図る。

通信サービス他︓
NTTドコモ株式会社
KDDI株式会社

アドバイザー ︓小根⼭教授
（東京都⽴⼤学）

電動シェアサイクル事業︓
OpenStreet株式会社

⾃動運転バス関連︓
Boldly株式会社
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部会⻑ ︓岡村准教授
（東京都⽴⼤学）

商業施設等︓
株式会社多摩ニュータウン開発センター
三井不動産株式会社
京王電鉄株式会社
株式会社イトーヨーカ堂
「元気な街」南⼤沢協⼒の会

東京都
（都市整備局︓市街地整備部、総務部）

八王子市
（都市計画部、産業振興部、福祉部、
子ども家庭部）

東京都
（都市整備局︓市街地整備部、総務部）

八王子市
（都市計画部、福祉部、子ども家庭部）

モビリティ部会 商業賑わい部会

ローカル５G他︓
東京都⽴⼤学

通信サービス他︓
NTTドコモ株式会社
KDDI株式会社
ソフトバンク株式会社
東日本電信電話株式会社
株式会社JTOWER

部会⻑ ︓石川教授
（東京都⽴⼤学）

商業・業務施設等︓
株式会社多摩ニュータウン開発センター
三井不動産株式会社

「元気な街」南⼤沢協⼒の会

東京都
（都市整備局︓市街地整備部、総務部、
戦略政策情報推進本部）

八王子市
（都市戦略部、⾏財政改⾰部、
まちなみ整備部、産業振興部）

情報・その他部会

サテライトオフィス
シェアオフィス事業部門

東京都
（環境局︓地球環境エネルギー部）



1-4．第１回協議会の主な意⾒と対応 5

項目 意 ⾒ 対 応

協議
会・部
会での
検討に
ついて

• 部会Ａ（モビリティ部会）、部会Ｂ（商業賑わい部
会）、部会Ｃ（情報・その他部会）の関係性の整
理が必要

 部会毎に課題へ対応する具体施策等の対象や役割を明確化し、横
断的な施策や連携が望ましい施策は相互に協⼒して検討

• 部会毎に取り扱うデータが異なるため、各検討内容
の共有も必要

 モビリティ部会、商業賑わい部会における検討を情報・その他部会に
共有し、同部会の検討を２部会に報告

• 協議会委員以外の⽅に、部会の検討と並⾏した参
加の働きかけが重要

 協議会委員等からの情報も踏まえ、検討の進展に応じて必要とされ
る事業者等への参加の働きかけ、⼜はヒアリング等により意⾒を伺い
検討の参考

• 部会Ｂの対象店舗は、検討範囲内を基本とし、今
後、課題や対策の内容に応じて拡大

 検討範囲を中心に、課題や内容に応じて、周辺の店舗やその他施
設等に拡大

• 部会Ｃは「情報発信」が重要。そのためのデータ取得
の⽅針や種類・⽅法については部会で議論が必要

 施設等におけるデータ取得状況を把握し、情報の共通化や統合等
の情報発信の⽅針や種類・⽅法について検討

• 具体施策（例）のような最先端技術の⾒学や積極
的な情報入手による現状把握が重要

 本地区に類似する地区の適⽤事例等の事例紹介や関連するゲスト
スピーカー等の招聘、先端技術の⾒学等を検討

• 「まちづくりの⽅向性」（案）は、「将来像２︓スマー
トなまち」を中心に、内容に応じて「将来像１︓コン
パクトなまち」、「将来像３︓多様性のあるまち」につ
いても検討

 「将来像２︓スマートなまち」を中心に、内容に応じて「将来像１︓
コンパクトなまち」、「将来像３︓多様性のあるまち」を踏まえて、協議
会や部会においてスマートシティの目標や基本⽅針等を検討

実証実
験
について

• 今年度は部会Ａの実験を⾏い、部会Ｂ・部会Ｃは
来年度に向けて検討

 今年度は部会Ａの実験を⾏い、来年度以降に部会Ｂ、部会Ｃにお
いて検討した実証実験を実施

• 協議会委員や住⺠の⽅が、将来や今後の展開を想
像できる実験であることが重要

 地域の将来像や利⽤シーンを検討し、実証実験の位置づけを明確
にするとともに、今年度は⾃動運転⾞いす等を体験してもらう実証実
験を実施

• 可能であれば、⾬天時の⼈の⾏動変容時における
実験を実施

 ⾬天時の屋内施設内や屋外でどのような実験が可能かを関係者と
協議し検討



1-4．第２回協議会の主な意⾒と対応（案） 6

項目 意 ⾒ 対 応（案）

周知機
会や場

• 日常的に地域の⽅に新技術を知ってもらえるような技術の
「⾒える化」も必要

• 皆が⾒れるショーケースのような場やバーチャルやオンラインで
体感できるような情報発信の仕⽅も重要

• コロナ禍で情報に対するニーズが高まっており、お客様に使っ
ていただきながらサービスを醸成していくことが重要

 今後、地域住⺠や来街者等に、多様な実証実験のほか、先
端技術を体感できる場や機会、バーチャルやオンラインで体感
できるような⽅法等について、関係者や関連施設とともに検討

各種の
参加・
参画

• 最先端の取組を⾏う外部ベンチャー企業や大学等にアイデ
アを頂くような機会も必要

 今後、先進的な取組を⾏う企業や大学等の⾨的な知⾒を活
かす⽅法や参加機会について検討

• 地域で理解を深め、実⾏性を高めるための市⺠参画の⽅
法の検討が必要

 実証実験等の体感できる場や各種情報提供を通して、地域
の理解を深めながら進めるとともに、今後ワークショップ等による
市⺠参画の場も予定

部会間
の連携

• 将来像について、「⼈」や「活動」に着目し、部会間で連携し
て取りまとめていくことが必要

 多様な対象や⽣活⾏動・都市活動等の「⼈」や「活動」に留
意し、部会間の連携や役割分担を図りながら将来像を検討

計画の
位置づ
け

• 今年度の計画は、⻑期的ビジョンや短期的対策を中心に
取りまとめており、実施時期や担い手等について明確に定め
るものではなく、⽅向性を決めておくという位置づけとの認識

 本計画は事業のスタートアップを図るため、現時点での取組の
⽅向性をまとめたものあり、今後、具体的な実施⽅法や時期、
運営主体の検討や技術の進展・住⺠ニーズに合わせてブラッ
シュアップしていく。

事業体
• 事業を継続するための組織や持続可能な将来像についての
検討が必要

 今後、他の先⾏事例等も参考に、各種サービスに併せた組織
のあり⽅や実施・運営⽅法、ビジネスモデル等の持続的な組
織や将来像について検討

• 地域の⼈も参画する事業体や都⽴大の関わり⽅、リアルや
バーチャルの⾒せ⽅や仕掛け等、「組織」と「場」の検討が今
後の課題

 今後、望ましい組織形態や運営⽅法、都⽴大の参画の仕⽅
について、関係者との調整を図りながら、部会等において「組
織」と「場」を具体的に検討

その他

• 都市的な所に公園・緑地があるといった南大沢の魅⼒を⽣
かすため、これらをどうつないで活⽤していくかが重要

 都市的な駅前と周辺の公園・緑地等とをつなぐ徒歩や⾃転⾞、
バス等の移動手段や先端技術の活⽤⽅法のについて検討

• ⾃社の施設において、導入予定であるデジタルサイネージの
活⽤を希望

 デジタルサイネージの導入予定や情報コンテンツと合わせた活
⽤⽅法を検討


